
資料7－1

岩国港装束～室の木地区臨港道路整備事業



 

港湾事業の再評価項目調書 
 

 事業名（箇所名） 臨港道路整備事業（岩国港 装束～室の木地区） 

 実 施 箇 所  山口県岩国市 

 該 当 基 準  再評価実施後、一定期間が経過している事業 

 主 な 事 業 の 諸 元  臨港道路 

 事 業 期 間  事業採択  平成16年度  完了  平成32年度 

 総事業費（億円）  173  残事業費（億円）  79 

 目 的 ・ 必 要 性 港湾における物流効率化を通じて、産業の立地競争力を確保するとともに、周辺環境の改
善を図るため、岩国港のふ頭間を結ぶ臨港道路を整備する 

 便 益 の 主 な 根 拠 臨港道路の自動車交通の円滑化による効果 

・輸送時間短縮による輸送時間費用の削減 

・輸送費用縮減による輸送費用の削減 

・交通事故減少による事故損失額の削減 

（臨港道路計画交通量（全線供用時）：21百台/日～63百台/日） 

 事 業 全 体 の 
 
 投 資 効 率 性 

 基準年度  平成26年度 

 B：総便益（億円） 192  Ｃ：総費用（億円） 162  全体Ｂ／Ｃ     1.2 

 B－Ｃ 31  ＥＩＲＲ（%） 5.4  

 残事業の投資効率性  B：総便益（億円） 192  Ｃ：総費用（億円） 79  継続Ｂ／Ｃ     2.4 

 感 度 分 析                  事業全体のＢ／Ｃ  残事業のＢ／Ｃ 
 需  要（-10％～+10％）    （1.1～1.3）   （2.2～2.7） 
 建 設 費（+10％～-10％）    （1.1～1.2）   （2.2～2.7） 
建設期間（+10％～-10％）    （1.2～1.2）   （2.5～2.4） 

 事 業 の 効 果 等 岩国港の港湾関連交通の時間の短縮、費用の削減等を通じ、産業の立地競争力の確保と周
辺の生活環境改善に寄与する 

 社会情勢等の変化 
・平成23年７月 室の木地区岸壁（水深12m）が供用開始して、原木、廃タイヤチップ等

の取扱いが本格化 

・平成2８年４月 Ⅰ期区間 一部供用開始 

 主な事業の進捗状況  総事業費173億円  既投資額94億円  平成29年度末現在の事業進捗率54％ 

 事業の進捗の見込み  平成32年度供用開始予定 

 コスト縮減や代替案 
 立 案 等 の 可 能 性 

橋梁（Ⅱ期区間）の上部工主桁に鋼板ウェブ構造を採用することで、上部工の重量を軽
減し、コスト縮減を図る 

 対応方針（原案）  継続 

 対 応 方 針 理 由  十分な事業の投資効果が見込まれると判断されるため。 

 そ の 他 （その他の指標による効果） 
・岩国港周辺における物流機能の効率化が促進され、地域産業の競争力が向上するとと

もに、立地企業の生産活動や雇用の促進が期待される 
・港湾関連車両の適切な通行ルートが確保され、住宅地等での騒音や振動等が低減され

るとともに、歩行者の安全確保など周辺環境の改善に寄与する 
・陸上輸送の効率化により、ＣＯ2やＮＯx等の排出ガスの低減が図られる 
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１
．
費
用
対
効
果
分
析
の
判
定

岩
国
港

装
束
～
室
の
木
地
区

臨
港
道
路
整
備
事
業

チ
ェッ
ク
欄

■ ■ ■ ■ ■ ■

　　
■

前
回
評
価
で
費
⽤
対
効
果
分
析
を
実
施
し
て
い
る

■

・事
業
⽬
的
に
変
更
が
な
い

・実
施
して
い
る
。

・事
業
を
巡
る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
が
な
い

判
断
根
拠
[地
元
情
勢
等
の
変
化
が
な
い
]

・事
業
規
模
に
⽐
して
費
⽤
対
効
果
分
析
に
要
す
る
費
⽤
が
⼤
き
い

判
断
根
拠
[直
近
３
カ
年
の
事
業
費
の
平
均
に
対
す
る
分
析
費
⽤
１
％
以
上
]

ま
た
は
、前

回
評
価
時
の
感
度
分
析
に
お
け
る
下
位
ケ
ー
ス
値
が
基
準
値
を
上
回
っ

て
い
る
。４
．
事
業
展
開
の
変
化

判
断
根
拠
[事
業
期
間
の
延
⻑
が
１
０
％
※
以
内
]

・整
備
期
間
は
、前

回
評
価
時
と今

回
評
価
で
変
化
は
な
い
。

・平
成
29
年
3⽉

の
マ
ニ
ュア
ル
の
変
更
に
つ
い
て
は
、臨

港
道
路
に
お
い
て
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フレ
ー
ター
に
よ
る
原
単

位
の
⾒
直
しの
み
で
B／

Cの
算
定
⽅
法
に
変
更
が
な
い
。

・需
要
で
あ
る
港
湾
関
連
の
発
⽣
集
中
交
通
量
は
前
回
評
価
（
合
計
：
16
,7
36
台
）
と⽐

較
して
1,
24
2台

増
加
して
お
り、
需
要
量
等
は
減
少
して
い
な
い
。

以
上
よ
り、
費
⽤
対
効
果
分
析
を
実
施
し
な
い
も
の
とす
る
。

２
．
需
要
量
等
の
変
更
が
な
い

判
断
根
拠
[需
要
量
等
の
減
少
が
１
０
％
※
以
内
]

３
．
事
業
費
の
変
化

判
断
根
拠
[事
業
費
の
増
加
が
１
０
％
※
以
内
]

判
　定

内
的
要
因
＜
費
⽤
便
益
分
析
関
係
＞

※
た
だ
し
、有

識
者
等
の
意
⾒
に
基
づ
い
て
、感

度
分
析
の
変
動
幅
が
別
に
設
定
され
て
い
る
場
合
に
は
、そ
の
値
を
使
⽤
す
る
こと
が
で
き
る
。

注
）
な
お
、下

記
2.
〜
4.
に
つい
て
、各

項
⽬
が
感
度
分
析
幅
の
範
囲
内
で
あ
って
も
、複

数
の
要
因
の
変
化
によ
って
、基

準
値
を
下
回
る
こと
が
想
定
され
る
場
合
に
は
、費

⽤
対
効
果
分
析
を
実
施
す
る
。

・直
近
の
平
均
事
業
費
（
H
27
〜
29
）
は
63
3（

百
万
円
）
で
あ
り、
事
業
評
価
に
要
す
る
費
⽤
は
11
（
百

万
円
）
で
あ
る
こと
か
ら、
事
業
規
模
に
⽐
して
費
⽤
対
効
果
分
析
に
要
す
る
費
⽤
は
⼤
き
い
。

・前
回
評
価
時
の
感
度
分
析
に
お
け
る
下
位
値
が
B/
C=
1.
1（

需
要
量
-1
0%

）
、で
あ
る
こと
か
ら、
基
準
値

の
1.
0を
上
回
って
い
る
。

・事
業
費
は
、前

回
評
価
時
と今

回
評
価
で
変
更
は
な
い
。

１
．
費
⽤
便
益
分
析
マ
ニ
ュア
ル
の
変
更
が
な
い

判
断
根
拠
[Ｂ
／
Ｃ
の
算
定
⽅
法
に
変
更
が
な
い
]

（
イ
）
費
⽤
対
効
果
分
析
を
実
施
す
る
こと
が
効
率
的
で
な
い
と判

断
で
き
る
場
合

判
断
根
拠

・前
回
評
価
以
降
、周

辺
環
境
の
変
化
は
あ
る
が
、⼤

き
な
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
は
な
い
。

項
　　
⽬

事
業
⽬
的

本
事
業
は
、港

湾
に
お
け
る
物
流
の
効
率
化
を
通
じて
、産

業
の
⽴
地
競
争
⼒
を
確
保
す
る
とと
も
に
、周

辺
環
境

の
改
善
を
図
る
こと
を
⽬
的
とし
て
お
り、
事
業
⽬
的
に
変
更
は
な
い
。

（
ア
）
前
回
評
価
時
に
お
い
て
実
施
し
た
費
⽤
対
効
果
分
析
の
要
因
に
変
化
が
⾒
ら
れ
な
い
場
合

外
的
要
因
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２
．
岩
国
港
の
概
要

岩
国
港

装
束
～
室
の
木
地
区

臨
港
道
路
整
備
事
業

新
港

地
区

室
の
木

地
区

装
束

地
区

国
際
拠
点
港
湾

重
要
港
湾

岩
国
港

化
学
工
業

木
材
・
木
製
品
製
造
業

石
油
製
品
製
造
業

紙
・
パ
ル
プ
・
紙

加
工

品
製

造
業

・
岩
国
港
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
形
成
さ
れ
、
瀬
戸
内
工
業
地
域
の
一
翼
を
担
う
工
業
港

と
し
て
発
展

・
背

後
圏

人
口

は
山

口
県

全
体

の
１
０
％

（
約

１
４
万

人
）

・
製

造
品

出
荷

額
は
山

口
県

全
体

の
約

１
５
％

（
約

9
,7
8
0
億

円
）
※

背
後

圏
：
岩

国
市

、
和

木
町

出
典

：
H
2
7
年

国
勢

調
査

H
2
6
年
工
業
統
計
調
査

む
ろ

の
き

し
ん

み
な

と

し
ょ

う
ぞ

く

い
わ

く
に
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原
油

80
%

化
学

薬
品
, 7
%

重
油
, 4
%

砂
利

・
砂
, 2
%木
材

チ
ッ

プ
, 2
%

そ
の

他
, 5
%

H
2
8
年

移
入
貨
物
量

6
9
8
万
ト
ン

石
油

製
品

48
%

重
油

29
%

化
学

薬
品
, 7
%

木
材

チ
ッ

プ
, 3
%

非
金

属
鉱

物
, 3
%

そ
の

他
10

% H
2
8
年

移
出
貨
物
量

3
3
7
万
ト
ン

３
．
岩
国
港
の
利
用
状
況

岩
国
港
の
取
扱
貨
物
量
の
推
移

岩
国
港
取
扱
貨
物
量
(
平
成
2
8
年
速
報
値
)
は
、
約
1
,3
4
1
万
ト
ン
で
あ
り
、
近
年
は
横
ば
い
傾
向
。

原
油
、
木
材
チ
ッ
プ
な
ど
の
原
材
料
を
輸
移
入
し
、
石
油
製
品
、
化
学
薬
品
、
紙
・
パ
ル
プ
等
を
輸
移
出
し
て
い
る
。

コ
ン
テ
ナ
の
取

扱
貨

物
量

は
、
約

4
1
8
千

ト
ン
で
あ
り
、
近

年
は
横

ば
い
傾

向
。

岩
国
港

装
束
～
室
の
木
地
区

臨
港
道
路
整
備
事
業

※
港
湾
統

計
よ

り
作

成
Ｈ

2
8
年

は
速

報
値

（
単

位
：
万

ト
ン

）
岩

国
港

取
扱

貨
物

量
の
推

移
移
輸
出
入
の
品
目
別
取
扱
貨
物
量
（
平
成
2
8
年
速
報
）

※
山
口
県

資
料
よ
り

作
成

岩
国

港
コ
ン
テ
ナ
取

扱
貨

物
量

の
推

移
（
単

位
：
千

ト
ン

）

10
3

11
9

14
8

15
5

10
1

55
13
0

15
1

19
3

14
6

19
0

18
5

11
6

16
9

17
9

14
1

12
4

14
9

15
3

16
0

47
4

42
2

44
0

41
2

50
5

43
0

45
8

37
0

37
2

33
7

88
0

83
4

76
8

77
2

79
6

74
0

86
5

75
0

80
7

69
8

1,
64

8
1,
56

0
1,
47

1
1,
50

8
1,
58

1
1,
36

5
1,
57

6
1,
42

1
1,
52

6
1,
34

1

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

H1
9

H2
0

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H
25

H
26

H
27

H
28

移
入

移
出

輸
入

輸
出

78
4

54
0

43
5

50
7

43
1

36
6

42
1

43
6

39
4

41
8

0

20
0

40
0

60
0

80
0

1,
00

0

H1
9

H
20

H2
1

H
22

H2
3

H
24

H2
5

H
26

H2
7

H
28

※
港
湾
統

計
よ

り
作

成
Ｈ

2
8
年

は
速

報
値

木
材

チ
ッ

プ
65

%

原
油
, 8
%

石
油

製
品
, 8
%

原
木
, 6
%

非
金

属
鉱

物
, 4
%

そ
の

他
9%

H
2
8
年

輸
入
貨
物
量

1
6
0
万
ト
ン

石
油

製
品

62
%

化
学

薬
品

23
%

染
料

・
塗

料
・
合

成
樹

脂
・

そ
の

他
化

学
工

業
品

9%紙
・パ

ル
プ
, 4
%

そ
の

他
石

油
製

品
, 1
%

そ
の

他
1%

H
2
8
年

輸
出

貨
物
量

1
4
6
万
ト
ン
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事
業
の
概
要
と
進
捗
状
況

・
平

成
1
6
年

度
に
事

業
着

手

・
平

成
2
0
年

９
月

に
工

事
着

手

・
平

成
2
9
年

度
末

の
全

体
進

捗
率

5
4
％

・
平

成
3
2
年

度
に
供

用
開

始
予

定

４
．
事
業
の
概
要
と
進
捗
状
況

岩
国
港

装
束
～
室
の
木
地
区

臨
港
道
路
整
備
事
業

■
計

画
概

要

計
画
延
長

道
路
規
格

設
計
速
度

車
線
数

2
.9
km

第
3
種

第
2
級

に
準

拠
5
0
km

/
h

2
車

線

航
路
･
泊
地

（
-
1
2
m
）

国
道

２
号

既
設

臨
港

道
路

臨
港

道
路

（
事

業
中

）
Ⅱ
期

L
=
0
.4
km

Ⅰ
期

Ｌ
=
1
.2
km

Ⅲ
期

L
=
1
.3
km

臨
港

道
路

（
事

業
中

）

3
.5

m
3
.5

m
0
.5

m
0
.5

m
8
.0

m

■
標

準
断

面
図

岩 国 市 装 束 町 ６ 丁 目

岩 国 市 飯 田 町 １ 丁 目

装
束

地
区

室
の

木
地

区

新
港

地
区

む
ろ

の
き

し
ん

み
な

と

し
ょ

う
ぞ

く

い わ く に し し ょ う ぞ く ま ち

い わ く に し い い だ ま ち
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５
．
前
回
評
価
時
か
ら
の
主
な
周
辺
環
境
変
化

岩
国
港

装
束
～
室
の
木
地
区

臨
港
道
路
整
備
事
業

岩
国
港

及
び
そ
の
周

辺
の
荷

主
企

業
な
ど
新
し
い
動
向
は
あ
る
も
の
の
、
大
き
な
社

会
経

済
情
勢
の
変
化
は
な
い
。

新
港

地
区

室
の
木
地
区

装
束
地

区

設
備
投
資
の
実
施

・
石

油
精

製
メ

ー
カ

ー
で

は
、

平
成

2
7
年

ま
で

に
ガ

ソ
リ

ン
の

品
質

を
向

上
さ

せ
る

装
置

の
改

良
工

事
を

実
施

。
製

品
出

荷
量

が
増

加

岩
国

工
場

で
新

製
品

の
生

産
開

始

・
製

紙
メ

ー
カ

ー
で

は
、

平
成

2
7
年

9
月

に
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
出

力
用

連
続

用
紙

（
フ

ォ
ー

ム
用

紙
）
の

新
製

品
に

つ
い

て
、

岩
国

工
場

で
生

産
開

始
。

岩
国

バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所

の
設

置

・
製

紙
メ

ー
カ

ー
で

は
、

岩
国

工
場

内
に

新
た

な
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

所
の

設
置

を
予

定
。

輸
入
貨
物
取
扱
い
の
本
格
化

・
化

学
メ

ー
カ

ー
が

、
自

家
発

電
燃

料
の

廃
タ

イ
ヤ

チ
ッ

プ
を

室
の

木
地

区
岸

壁
（
水

深
1
2
m

）
で

取
扱

い
を

開
始

す
る

な
ど

、
輸

入
貨

物
の

取
扱

い
が

本
格

化
し

た
。

室
の

木
地

区
岸

壁
（
水

深
1
2
m

）
輸

入
貨

物
の

変
化

（
千

ト
ン

/
年

)

02040608010
0

12
0

14
0

16
0

18
0

H
25

H
28
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６
．
岩
国
港
の
課
題
①

岩
国
港
及
び
そ
の
周
辺
の
港
湾
利
用
企
業
と
ふ
頭
を
結
ぶ
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
国
道
２
号
の
み
で
あ
る
。

港
湾
関

連
交

通
に
お
い
て
は
、
移

動
等
に
時
間
を
要
し
、
高
い
物
流
コ
ス
ト
の
負

担
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

【
課

題
】
港

湾
物

流
効

率
化

（
陸

上
輸

送
ア
ク
セ
ス
の
制

約
）

岩
国
港

装
束
～
室
の
木
地
区

臨
港
道
路
整
備
事
業

対
応

新
港

付
近

（2
7,

29
0 

台
/日

）

【
港

湾
関

連
交

通
】

装
束

地
区

新
港

地
区

室
の

木
地

区

国
道

２
号

、
国

道
18

8号
既

設
臨

港
道

路

市
道

桂
町

2号
線

臨
港

道
路

（
事

業
中

）

国
道

２
号

【
国

道
２

号
混

雑
状

況
】

紙
・
パ

ル
プ

・
紙

加
工

品
製

造
業

化
学

工
業

石
油

製
品

製
造

業

木
材

・
木

製
品

製
造

業

至 広 島 市

国
道

１
８

８
号

【
昭

和
橋

交
差

点
～

装
束

５
丁

目
交

差
点

】
混

雑
時

上
下

・平
均

旅
行

速
度

：1
9.

9k
m

/h
所

要
時

間
：8

分

※
交

通
量

・
旅

行
速

度
は

H
2
7
道

路
交

通
セ

ン
サ

ス

- 8 -



保
育
園

公
園

病
院

公
園

公
園

市
道
桂
町
２
号
線

国
道
２
号

室
の
木
地
区

至
山

口
市

至 広 島 市

６
．
岩
国
港
の
課
題
②

【
課
題
】
周

辺
の
生
活
環
境
へ
の
影

響

岩
国
港

装
束
～
室
の
木
地
区

臨
港
道
路
整
備
事
業

室
の
木
地
区
か
ら
発
生
す
る
大
型
車
を
多
く
含
む
港
湾
関
連
車
両
は
、
住
宅
地
内
の
市
道
を
通
っ
て
お
り
、
住
宅
、
保
育
園
、
病

院
、
公
園
の
近
隣
を
通
行
す
る
こ
と
か
ら
、
歩
行
者
の
安
全
、
沿
道
周
辺
の
騒
音
・
振
動
な
ど
周
辺
の
生
活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。

国
道

２
号

既
設

臨
港

道
路

市
道

桂
町

2号
線

臨
港

道
路

（
事

業
中

）

【
市

道
桂

町
２

号
線

を
利

用
す

る
港

湾
関

連
車

両
】

保
育

園

か
つ

ら
ま

ち

- 9 -



７
．
事
業
の
目
的

岩
国
港

装
束
～
室
の
木
地
区

臨
港
道
路
整
備
事
業

課
題
：
ふ
頭
を
結
ぶ
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
国
道
２

号
の
み
の
た
め
、
港
湾
貨
物
の
輸
送
が
非

効
率

と
な
っ
て
お
り
、
周

辺
の
生

活
環

境
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

岩
国
港
装
束
～
室
の
木
地
区

臨
港
道
路
整
備
を
実

施

臨
港

交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
よ
り
、
物

流
効

率
化

を
通

じ
た
産

業
の
競

争
力

の
確

保
と
と

も
に
、
周

辺
の
生

活
環

境
の
改

善
を
図

る
。

岩
国

装
港

大
橋

（
Ⅰ

期
区

間
）

い
わ

く
に

し
ょ

う
こ

う
お

お
は

し

- 10 -



８
．
コ
ス
ト
縮
減
の
方
策

（
案
）

岩
国
港

装
束
～
室
の
木
地
区

臨
港
道
路
整
備
事
業

■
上

部
工

重
量

の
軽

減

橋
梁
（
Ⅱ
期
区
間
）
に
お
い
て
、
上
部
工
主
桁
は
鋼
板
ウ
ェ
ブ
構
造
を
採
用

し
て
い
る
。

鋼
板

ウ
ェ
ブ
構

造
は
、
主

桁
の
腹

部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
省
略
し
た
構
造
で
、
一

般
的

な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ウ
ェ
ブ
構

造
と
比

べ
て
上

部
工

の
重

量
が
軽

減
さ
れ
、

コ
ス
ト
縮

減
（
6
千

万
円

）
と
な
る
。

約
０

．
６

億
円

コ
ス

ト
縮

減

【
通

常
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ウ
ェ
ブ
構

造
）
】

【
今

回
採

用
（
鋼

板
ウ
ェ
ブ
構

造
）
】

床
版

下
フ
ラ
ン
ジ

鋼
板
ウ
ェ
ブ

腹
部

コ
ン

ク
リ

ー
ト

下
フ

ラ
ン

ジ

床
版

拡
大

図

鋼
板

を
金

属
溶

射
に

よ
り

防
食

を
行

う
こ

と
で

、
腹

部
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が

不
要

と
な

り
主

桁
の

重
量

を
軽

減
。

重
量

が
軽

く
な

っ
た

こ
と

で
、

支
承

構
造

が
簡

易
化

で
き

コ
ス

ト
が

削
減

さ
れ

る
。

下
フ

ラ
ン

ジ

拡
大

図
床

版

Ⅱ
期

区
間

で
採

用
さ

れ
た

「
プ

レ
ビ

ー
ム

桁
」
は

、
一

般
的

に
は

腹
部

コ
ン

ク
リ

ー
ト

で
覆

う
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ウ

ェ
ブ

構
造

だ
が

、
本

橋
梁

は
海

上
橋

梁
で

あ
り

、
腐

食
対

策
の

た
め

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
厚

く
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
桁

の
重

量
が

重
く
な

る
。

金
属

溶
射

で
防

食

- 11 -



９
．
今
後
の
対
応
方
針
（
原
案
）

岩
国
港

装
束
～
室
の
木
地
区

臨
港
道
路
整
備
事
業

①
事

業
の
必

要
性

等
の
視

点

１
）
事

業
を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化

２
）
事

業
の
投

資
効

果

費
用

便
益

比
（
Ｂ
／

Ｃ
）

＝
1
.2
（
事

業
全

体
）

2
.4
（
残

事
業

）
注

：
費

用
対

効
果

分
析

に
係

わ
る
項

目
は
H
2
6
年

評
価

時
点

３
）
事

業
の
進

捗
状

況

◇
総

事
業

費
：

1
7
3
億

円
（
既

投
資

額
：
9
4
億

円
）

◇
残

事
業

費
：

7
9
億
円

◇
事

業
進

捗
率

：
5
4
％

（
平

成
2
9
年

度
末

）

②
事

業
の
進

捗
の
見

込
み

◇
平

成
3
2
年

度
供

用
開

始
予

定

③
コ
ス
ト
縮

減
や
代

替
案

立
案

等
の
可

能
性

◇
橋
梁
（
Ⅱ
期
区
間
）
の
上
部
工
主
桁
に
鋼
板
ウ
ェ
ブ
構
造
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
上
部
工
の
重
量
を
軽
減
し
、
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る

【
今

後
の
対

応
方

針
（
原

案
）
】

上
記
(
1
)
、
(
2
)
の
各
視
点
に
よ
り
、
効
果
が
十
分
に
見
込
ま
れ
る
と
判
断
で
き
、
港
湾
利
用
者
か
ら
も
早
期
完
成
が
強

く
要
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
継
続
が
妥
当

（
１
）
再

評
価

の
視

点

（
２
）
港
湾
管
理
者
へ
の
意
見
照
会
結
果

◇
対
応
方
針
（
原
案
）
に
つ
い
て
は
異
存
な
し
。
引
き
続
き
コ
ス
ト
縮
減
等
を
考
慮
の
上
、
早

期
完

成
に
向

け
て
、
よ
り
一

層
の
事

業
促

進
に
努

め
て
い
た
だ

き
た
い

◇
平
成
２
３
年
７
月
、
室
の
木
地
区
岸
壁
（
水
深
１
２
ｍ
）
が
供
用
開
始
し
て
、
原
木
、
廃
タ
イ
ヤ
チ
ッ
プ
等
の
取
扱
い
が
本
格
化

◇
平
成
２
８
年
４
月
、
Ⅰ
期
区
間

一
部
供
用
開
始
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１
０
．
前
回
評
価
時
と
の
比
較

岩
国
港

装
束
～
室
の
木
地
区

臨
港
道
路
整
備
事
業

事
項

前
回

評
価

(
H
2
6
再

評
価

)

今
回
評
価

(
H
2
9
再

評
価

)

備
考

（
前
回
評
価
時
か
ら
の
変
更
点
）

事
業

施
設

臨
港

道
路

臨
港
道
路

計
画

交
通

量
約

2
1
～

6
3
百

台
/
日

－

事
業

期
間

平
成

1
6
年

度
～

平
成

3
2
年

度

平
成

1
6
年

度
～

平
成

3
2
年

度

総
事

業
費

（
現

在
価

値
化

前
）

1
7
3
億

円
1
7
3
億

円

総
費

用
（
C
)

1
6
2
億

円
－

総
便

益
（
B
)

1
9
2
億

円
－

費
用

対
効

果
（
B
/
C
）

1
.2

－
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岩国港装束～室の木地区臨港道路整備事業

〔山口県への意見照会と回答〕
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（別紙）

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

岩国港装束～室の木地区臨港道路
整備事業

継続

■ご意見の送付期限　：　平成２９年９月２９日（金）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先・お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　藤原　（内線：３１５３）

　　　　　施策分析評価係長　守川　（内線：３１８６）

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

　　〒730-8530　広島市中区上八丁堀6-30 広島合同庁舎２号館

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る対応方針（原案）を
　作成するためのものです。
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